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我々は，昨年度から国際的に問題となっているマイクロプラスチック(以下ＭＰ
と記す)の研究を行っている。昨年度，我々は広島湾で海岸調査と魚類の摂食調査
を行った。その結果から，生物のＭＰ摂食量と海水中のＭＰ量には関係があるので
はないかと考えた。このことからＭＰ摂食量と海水中のＭＰ量を相互に推測できる
指標を作れるのではと考えた。このような指標は今までなく，完成することができ
れば，誰でも簡単に自分の身の回りの環境でＭＰについて調査することができる。
世界中で調査を行いやすく，世界規模の問題であるＭＰ問題の解決に貢献できる指
標を作成したい。

１．研究の背景

紫外線や波浪などの物理的な刺激によって５㎜以下に細片化していったプラス
チックのこと。

２．マイクロプラスチックとは

(Ⅰ)指標作成に適した生物を特定する。
(Ⅱ)海環境におけるＭＰ汚染度を示す環境指標を作成する。

３．目的

本研究は，公益財団法人日本財団マリンチャレンジプログラム様のご支援
をいただき，また兵庫県立尼崎小田高等学校及び，京都大学 田中周平准教
授，須磨海浜水族園 吉田裕之園長，ＪＦ大野町漁業協同組合様にご助言，
ご協力いただきました。心より感謝申し上げます。
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１１. 引用・参考文献

９．展望

８．結論
魚類では生息域が上層でプランクトン食（カタクチイワシなど），甲殻類
ではケフサイソガニ・チゴガニ，貝類ではマガキ，多毛類ではゴカイを用
いて指標作成を続行する。

仮説(Ⅱ)
海水中のＭＰ濃度の変化はケフサイソガニのＭＰ摂食量に影響する。

検証方法(Ⅱ)
①ＭＰ濃度の異なる海水を用意。
②各容器に１匹ずつ入れ３日間静置する。
③KOH(10％)で有機物を溶かす処理を行う。
④我々が製作したＭＰのみを計測する。

結果(Ⅱ)

海水中のＭＰ量と，カニに取り込まれるＭＰ量には正の相関が見られた。

５．検証Ⅱ

考察
・結果(Ⅱ)より,仮説(Ⅱ)は立証された。
・海水中のＭＰ濃度とケフサイソガニの消化管内のＭＰ摂食量には
正の相関が見られ,ＭＰ指標作成に適している可能性が高い。

図３ ケフサイソガニ

図４ 与えたＭＰ量と取り込まれたＭＰ量の相関

４. 仮説
(Ⅰ)魚類のＭＰ摂食量は生息深度や食性の影響を受ける。
(Ⅱ)海水中のＭＰ濃度の変化はケフサイソガニのＭＰ摂食量に影響する。
(Ⅲ)・海水中の植物プランクトン濃度の変化はカキのＭＰ摂食量に影響する。

・海水中のＭＰ濃度の変化はカキのＭＰ摂食量に影響する。
(Ⅳ)海水中のＭＰ濃度の変化はゴカイのＭＰ摂食量に影響する。

(Ⅰ)魚類のＭＰ摂食量と生息深度及び,食性の相関調査
①広島湾の３ヶ所(呉市蒲刈町・廿日市市・周防大島)で魚類を捕獲，さらに音戸産
のカタクチイワシを購入し，それらを生息深度と食性に分類した。

②①の魚類の消化管をクリーンベンチ内で取り出し，目視で観察する。
③内容物をKOH水溶液(10％)につけ，一週間静置する。
④HCl水溶液(10％)を入れ中和し，プランクトンネット(100㎛メッシュ)でろ過する。
⑤④にH₂O₂を加え，１日静置する。
⑥⑤の溶液をシャーレに広げ，目視による観察を行う。

プランクトン食の魚類の方が動物食の魚類よりも取り込むＭＰ摂食数が多かっ
た。上層の魚類の方が下層の魚類に比べ多くのＭＰを取り込んでいた。

図２ 生息深度によるＭＰ摂食数図１ 食性によるＭＰ摂食数

n=8 n=8結果(Ⅰ)

考察
・結果(Ⅰ)より,仮説(Ⅰ)は立証された。
・カタクチイワシはＭＰを取り込みやすいため，海水中のＭＰ量との相関が見ら
れやすい。

・回遊魚であるカタクチイワシは行動範囲が広いため回遊ルートや採食地に摂食
量が影響されると考えられ,実験での再現が難しいと考えた。

５．検証Ⅰ

仮説(Ⅰ)
魚類の食性や生息深度はＭＰ摂食量に影響する。

検証方法(Ⅰ)

検証方法

６．検証Ⅲ
仮説(Ⅲ)

・海水中の植物プランクトン濃度の変化はカキのＭＰ摂食量に影響する。
・海水中のＭＰ濃度の変化はカキのＭＰ摂食量に影響する。

検証方法(Ⅲ)
①3個の瓶を用意する。それぞれに海水を500mL入れ，それにエアーポンプ

を１つずつ設置する。
②そこに，１匹ずつカキを入れ飼育する。
③クロレラとＭＰを表１，２のとおりに与え,3日静置する。
④3日後に残っていたMPを数え，それをもとに取り込んだMPの量を計算する。

表１ カキに与えるクロレラの量の変化

瓶 クロレラ(ｍL) MP(個)

１ 0.2 20

２ 0.3 20

３ 0.4 20

瓶 クロレラ(ｍL) MP(個)

４ 0.2 10

５ 0.2 20

６ 0.2 30

表２ カキに与えるMPの量の変化

結果(Ⅲ)

図5 表１の検証結果 図６ 表２の検証結果
考察
・図５よりＭＰ摂食量は植物プランクトン濃度の影響されない。
・図６より海水中のＭＰ濃度とＭＰ摂取量に正の相関関係が見られる。

・実験データをさらに集める。
・ＭＰ摂食数と海水のＭＰ濃度を相互に示す指標を完成させる。

７．検証Ⅳ
仮説(Ⅳ)
海水中のＭＰ濃度の変化はゴカイのＭＰ摂食量に影響する。

検証方法(Ⅳ)
①砂を入れた瓶に５個・１０個・１５個のＭＰを混ぜる。
②①にゴカイを３匹ずつ入れ１週間静置する。
③３日後に検証(Ⅲ)と同様の方法で計測する。

結果(Ⅳ)
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図７ ゴカイが摂食したＭＰ数
考察
海水中のＭＰ濃度によるＭＰ摂食量に相関関係は見られなかった。


